
第1話「三匹のこぶた」裁判

オオカミの母親

。ていつにみ込き書のーダンレカの」家の郎三ント　ィテーパ肉豚　時３「 ①

② オオカミの母親が見たという「オオカミのただしいころし方」の本について。

トン一郎

① オオカミが、トン一郎、トン二郎、トン三郎の家を襲い続けたということについて。

② オオカミが「食べてやる～！」と言って煙突から侵入しようとしてきたことについて。

③ オオカミを鍋に閉じ込めるために使用された漬物石について。

トン三郎

① トン三郎が語った「死の恐怖」について。

② トン三郎が、煙突だけは板でふさがなかったことについて。

③ 煙突が油でギトギトだったことについて。

④ トン三郎が事件3日前に購入したという大鍋について。

⑤ タイミング良く大量のお湯が沸いていたことについて。

その他

の郎三ント、らたきて出らか鍋げ上し押をタフしも、…ばれけなち落り滑らか突煙がミカオオしも「 ①

　 命はなかったんだよな…」という、裁判員・千明の疑問について。

うょしでるせ寄きびおをミカオオいしろそおざわざわ。いさだくてえ考てっなに場ち立の郎三ント「 ②

　 か？　失敗した時のリスクが大きすぎます」という弁護人の主張について。

論点表（手持ち資料）

裁判長は、グループ内の討論で、以下の論点が議論されたかチェックして下さい。


